
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０ＧＨＺ受信モジュールの使用方法
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注意：ＭＩＸダイオードは静電気・サージ電圧等
　　に弱くすぐ昇天するのでハンダコテの電源
　　を抜いてハンダ付けしてください。

※ネジ穴 ＭＩＸ端子をアースに落とすと昇天する場合
があるので十分注意してください。
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　AMP レイアウトのモデル
SMAコネクターは２穴をモジュールの
ネジ穴を利用してラグ版 をハンダ

ゴムを取る 付けして固定した。

蓋をして４角を軽くネジ止めする 調整：１０．２４ＧＨＺ受信を１２８０ＭＨＺにする場合
上記の※ネジ穴にウンターの 　　　 ＤＲＯを上記の数字を＋すると１１．５２ＧＨＺ
プロープを入れ周波数が１１．５ＧＨＺ となります、ＤＲＯの周波数調整ネジで周波
付近が出ることを確認する。 数を合わせれば完成です。

ＲＦ－ＡＭＰがあるので感度は最高です
１０ＧＨＺ－１Ｎにフランジを付ければアン
テナに接続できます。
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